
令和3年度発達障害教育実践セミナー

徳 島 県



令和３年度発達障害教育実践セミナー

家族を支える具体的な仕組み
～障害児・者と

家族・保護者等に対する支援の実際～

徳島県の実践紹介



令和３年度「特別支援教育担当教員の資質向上に
向けた人材育成プロジェクト」の取組内容

①福祉との合同研修のあり方
 保健，福祉部局と連携・協働した人材育成研修会の開催

 研修コアカリの「C：家族支援」の具体化・実践

②研修形態のあり方の検討
 Ｗｉｔｈコロナ時代を踏まえた研修のオンライン化
 研修コアカリの「B：指導・支援」の内容の一部を
動画化

 地域支えあい隊や職務研修での活用

徳島県のテーマ
「家族を支える具体的な仕組み」の構築

→地域支えあい隊を通した実践



共通分野
「支援手法の共有化・共通言語化」

教育分野 福祉分野

県が施策として進める「ポジティブな行動支援」や応用行動分析をベースとした
問題解決手法を支援者間の「共通言語・共通の支援」として，具体的で実効性
のある発達障害児・者支援を推進する。

福祉との合同研修のあり方①

人材育成に関する合同研修のねらい



C 家族支援
－早期発見・早期支援
－家族・保護者支援

B 指導・支援
－二次障害の理解と基本的対応

地域支えあい隊プロジェクト
－基礎講座・体験講座
チャレンジ講座・ステップアップ講座

【実現手段】→地域支えあい隊プロジェクト

早期発見・早期支援の重要性や徳島県内の取組について理解することができ
る。

家族・保護者支援の重要性や徳島県内の取組について理解することができる。
 家族・保護者のメンタルヘルスや障害受容，ペアレントトレーニングなどの実際
の取組について理解する。

二次障害の背景について理解することができる。

福祉との合同研修のあり方②

人材育成に関する合同研修のねらい

研修コアカリキュラムをベースとした取組を展開



地域支えあい隊プロジェクト

【実現手段】→地域支えあい隊プロジェクト



福祉・医療機関等との連携

総合教育センター
発達障害者

総合支援センター

医療機関・大学等

指導主事研修

講師としての連携
学生への講義

研修の企画立案における連携
合同研修開催

「C：家族支援」への講師派遣

 家族・保護者のメンタルヘルスや障害受容，ペアレント
トレーニングなどの実際の取組について講義

 二次障害の背景について講義→動画コンテンツ共同制作

 早期発見・早期支援に関する徳島県内の
取組について情報提供

 家族・保護者支援の徳島県内の取組に
ついて情報提供

→動画コンテンツ共同制作



家族支援分野の研修会開催まで

研修の企画立案における連携
合同研修開催

「C：家族支援」への講師派遣

 早期発見・早期支援に関する徳島県内の取組について情報提供
 家族・保護者支援の徳島県内の取組について情報提供

→動画コンテンツの共同制作

徳島県における
発達障害児・者の
家族支援の拠点



家族支援分野の研修会開催まで

発達障害者総合支援センターとの打ち合わせ→
研修コアカリキュラムを提示

 スライドを作成し，校正
 総合教育センターで
動画を収録

動画に入れてほしい
ポイントの話し合い
にもコアカリキュラム
を用いた



完成した講義動画

発達障害者総合支援センターとの共同制作



完成した講義動画

この動画を講座で活用 → 職務研修でも活用
（特別支援教育コーディネーター研修会等）



発達臨床センター

福祉・医療機関等との連携

総合教育センター 医療機関・大学等

研修の企画立案における連携
合同研修開催

「Ｂ：指導・支援」「C：家族支援」への講師派遣

 家族・保護者のメンタルヘルスや障害受
容，ペアレントトレーニングなどの実際の
取組について講義

 二次障害の背景について講義
→動画コンテンツ共同制作

 地域における発達支援の
実践研究の推進

 発達の多様性に応じるた
めの教員の専門性の向上

本プロジェクトをきっかけ
に相互連携を強化



地域支えあい隊プロジェクト

ステップアップ講座の様子



地域支えあい隊プロジェクト

ステップアップ講座の様子



発達臨床センターとの連携

共同で保護者向けの啓発パンフレットを制作
→本プロジェクトをきっかけに相互連携を強化



発達臨床センターとの連携

特別支援教育担当教員の専門性向上でも連携を深める



地域支えあい隊プロジェクト

【引用】ＮＨＫ webサイトより

新型コロナウイルス感染症の猛威

「働き方改革」の流れ

オンライン化を進める



地域支えあい隊プロジェクト

〈募集時８月～〉
会場での受講とZoomアプリに
よる受講の両方を保障

→徳島県の感染状況悪化

〈講座開始時９月～１１月〉
ほとんどの内容をオンライン化
中止した講座はなし
→感染状況に左右されず



地域支えあい隊プロジェクト

医療機関との連携
医療従事者への配慮
→「Ｂ：指導・支援」の研修講座 動画制作につながる



地域支えあい隊プロジェクト

中村Ｔの研修用動画キャプチャー１分



地域支えあい隊プロジェクト
受講者アンケートの結果から

受講者満足度 受講者の声
精神障害は他の病気と同じで早期発見する
ことで，治癒したり長年にわたり患うことをス
トップさせることが出来ることを知ることがで
きました。（４０代・福祉施設職員）

ペアトレ，名称は知っていたが，聞いたことが
ある程度だったので，今回の講座で具体的に
どんな感じで行われているのか，実例も踏まえ
とても良く分かった。（４０代・福祉機関職員）

ペアレント・メンターを知り，福祉や教育機関
以外にも地域で設定された相談会があること
や，メンターが保護者にとってより身近に感じ
ることのできる相談相手であることを知りまし
た。（５０代・放課後学童保育支援員）

令和３年度地域支えあい隊プロジェクト参加者（のべ ８５名）
基礎講座（８名） 体験講座（１８名） チャレンジ講座（２４名） ステップアップ講座（３５名）
発達障害教育講演会（２４５名）＊発達障害者総合支援センターとの共催

回収＝７７人

73%

26%

1%

受講者講座満足度

とてもよかった

よかった

あまりよくなかった

よくなかった



地域支えあい隊プロジェクト
受講者アンケートの結果から
令和３年度地域支えあい隊プロジェクト参加者（のべ ８５名）
基礎講座（８名） 体験講座（１８名） チャレンジ講座（２４名） ステップアップ講座（３５名）
発達障害教育講演会（２４５名）＊発達障害者総合支援センターとの共催

回収＝７７人

今後への活用度 受講者の声

初めてブレークアウトルームで話をする
ときは，見知らない人とだったので勇気
が必要だった。でも，話をしてみると共感
できる部分があり，対面で話をするのと
同じだと思えた。（３０代・児童放課後等
デイサービス事業所職員）

オンラインの研修であったが，意見交換
がたくさん設定されていて，他の受講者
の声をたくさん聞けてよかった。（４０代・
特別支援学校教員）

47%
53%

今後への活用度

大いに生かせる

まあまあ生かせる

あまり生かせない

ほとんど活用できない



成 果

研修コアカリをベースとした福祉部局との連携による
支援人材の育成

Ｗｉｔｈコロナ時代を踏まえた研修のオンライン化

－他機関との連携の拡大・深化

－ 「教育」と「福祉」の合同研修の実施 「C：家族支援」

－研修のオンライン化ノウハウの蓄積

－研修コンテンツの獲得と他の研修での活用

－ 徳島県内完結でコアカリキュラムベースの研修会を実施



研修コアカリの「共通」部分について，さらなる研修企画を
推進

－「B：指導・支援」について，講座の維持・発展（中～上級）

－研修修了者に対する「継続講座」の開催／事例検討会の開催

－研修コアカリをベースとして福祉部局とのタイアップをさらに深化
させる必要性

今後の課題

－「教育」と「福祉」をつなぐ研修の企画（オンライン事例検討会）

修了者とのつながりの継続

→【Ｄ地域連携・協働】につながる多職種連携へ


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24

